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おはようございます。本当は，全員に集まってもらって皆さん一人一人の顔を見ながらお話し

したいのですが，できませんのでこのような形で話をさせてもらいます。しっかり聴いて下さい。

1 つめは，感染症対策をより徹底して行っていこう，ということです。うつった人が悪いわけじ

ゃない。でも，ウィルスはそこら辺にも存在している。ということが今回のことで校長先生にも

よくわかりました。そのことを自覚して，しっかりと対策を立てていきましょう。

次に，校長先生が始業式の日に話ししたことを思い出して下さい。１年生の皆さんはいなかっ

たのですが，２・３年生にお願いしたことのうち１つはこんなお話をしました。

やがて本校でも，コロナウイルスに感染する人が出てくると思う。感染した人が，2週間程

度の療養期間を経て，学校へ登校するとき，どんな気持ちになるかを考えて欲しい。みんな

が変な目で見たり，ひそひそと話をしたりしないかと，きっとものすごく不安になると思う。

だから，これからの学校生活でそんな不安な気持ちを生まない仲間づくり・学級づくりをし

ていってください。私たちのつながりは，コロナや間違った考えなんかに断ち切られること

はない。そんな確かなつながりを全員で作っていきましょう。

ということを伝えました。

今，みんなが不安な気持ちを抱えたり，つらい気持ちを辛抱したりしています。今日欠席した

人の中には，自分を責めている人がいます。部活動の最後の大会に出場できなくなってしまった

人もいます。そんな中で，Line や他の SNS で誰が感染したとか，そんな話を回している人はいま

せんか。それは，コロナウイルスに負けた姿です。「ほんなん誰でもええでないか！」と胸を張っ

て言えるような強い人になって下さい。

今後も含めて，感染した人が今以上につらい思いをすることが絶対にないようにお願いします。

思い通りにならないことが，世の中にはいっぱいあります。そのときが，人として試されると

きです。そして，今がそのときです。コロナにやられっぱなしでは，こんな腹が立つことはあり

ません。こんなことがあったからこそ，人のことが深く考えられるようになった。力を合わせら

れるようになった。そう思えるよう，このピンチをチャンスに変えていきましょう。

これから先，まだまだ安心はできませんが，何があっても，みんなで乗り越え，頑張っていき

ましょう。よろしくお願いします。

保護者の皆様へ

ご心配をおかけしております。発出できる情報に限りがあり，十分なことが伝わっていない面が

ありますことをお詫び申し上げます。お子様のことで気にかかることがありましたら，学校や担任

までご相談下さい。今後もご心労をおかけすることがあるかもしれませんが，誠心誠意努めて参り

ますので，ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。


